
ニホンジカ被害拡大危機対策

広域的監視体制を強化、新たな被害対策技術の実証、広域的監視体制を強化、新たな被害対策技術の実証、

背景

有識者有識者を交えた検討会のを交えた検討会の開催などに取り組みます開催などに取り組みます

● 全国各地の森林や農地で、甚大なシカ被害が発生している。

シカの背が届く範囲に均一に シカ食害により10年間のうちに植生が喪失 農地への侵入により、稲の食害シカの背が届く範囲に均 に
被害が発生（長野県）

シカ食害により10年間のうちに植生が喪失
（熊本・宮崎県境、左:1997年 右:2009年）

シカによる森林被害面積の推移（全国）

● シカの生息数・被害面積は全国で急速に増大している。
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（出典）林野庁「各獣別森林被害面積の年度推移」 （出典）林野庁「平成24年度 森林・林業白書」

北東北３県におけるニホンジカ情報● 東北森林管理局管内においてもシカの分
布が拡大しており、造林地被害および早
池峰山や白神山地周辺の自然植生への影
響が懸念される。

群れで移動するシカ

苗木の食害（遠野支署管内）

樹皮剥ぎ被害（遠野支署管内）

注）岩手県は2012年度までの5kmメッシュごとの目撃・捕獲情報

（出典）第８回白神山地世界遺産地域科学委員会資料
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【平成２６年度の主な取組予定】

 東北５県の国有林全域を対象とした監視体制の強化

県域を越えて配置されている国有林の組織力を活かし、ニホ
ンジカの広域監視体制を創設します。チェックシートを活用
し、職員による情報収集はもちろん、国有林野で作業を行う事
業体や入林者に働きかけ、国有林に係る関係者の総力を挙げて
シカの目撃情報を収集します

チェックシート

シカの目撃情報を収集します。

また、これらの情報を踏まえ、有識者等を交えた検討会を開
催し、東北地域のニホンジカ被害対策に取り組みます。

白神山地世界自然遺産におけるモ タリング体制を強化 白神山地世界自然遺産におけるモニタリング体制を強化

新たにニホンジカ監視用のセンサーカメラ４５台を設置
し、モニタリング体制を強化します。

また、チェックシートにより収集する目撃情報と併せ
て、これらの情報を活用し、科学委員会の助言を受けつつ
関係機関と連携して対策を進めます。

センサーカメラ

 モデル地区を設定し、被害を防止するための新たな技術を実証
国有林内にモデル地域を設定し、新たなシカ捕獲手法等の技術につい

ての調査・実証に取り組みます。

科学委員会での検討

ての調査 実証に取り組みます。

（新たな技術の例）

パッチディフェンス ドロップネット シャープシューティング
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